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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時間軸毎に区分けされた表示領域の、前記時間軸毎に該時間軸に対応する表示領域に表
示するデータの数が表示可能データ数以下であるか否かを判断する判断手段と、
　前記判断手段によって、前記表示するデータの数が前記表示可能データ数以下であると
判断された場合、表示領域に第一の表示の形態で、前記複数のデータを全て表示する第１
の表示手段と、
　前記判断手段によって、前記表示するデータの数が前記表示可能データ数以下でないと
判断された場合、前記表示領域に大量のデータ群があることを表示する第二の表示の形態
で表示する第２の表示手段と、
　前記第２の表示手段で表示されたデータ群が指示されると、前記時間軸毎に区分けされ
た表示領域を表示した状態で、該指示されたデータ群が表示されたポップアップウインド
ウを表示するポップアップウインドウ表示手段と、
　を備えたことを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記表示領域は、スケジューラ形式で表示された表示領域であることを特徴とする請求
項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記第２の表示手段は、前記第二の表示の形態として、前記複数のデータを重ねて表示
することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
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【請求項４】
　前記第２の表示手段は、前記第二の表示の形態として、前記複数のデータの中の代表デ
ータを表示することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記代表データを指定する代表データ指定手段を更に備えたことを特徴とする請求項４
に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記各データの縮小表示のサイズを決定する表示サイズ決定手段を更に有し、
　前記第２の表示手段は、前記第二の表示の形態として、前記決定された縮小表示のサイ
ズで前記複数のデータを表現することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記第１の表示手段又は前記第２の表示手段で表示される複数の表示のデータの表示順
序を指定する表示順序の指定手段を更に有し、
　前記表示順序の指定手段で指定された表示順序で表示することを特徴とする請求項１に
記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記ポップアップウインドウ表示手段は、前記ポップアップウインドウにスクロールバ
ーを表示することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　時間軸毎に区分けされた表示領域の、前記時間軸毎に該時間軸に対応する表示領域に表
示するデータの数が表示可能データ数以下であるか否かを判断する判断工程と、
　前記判断工程で、前記表示するデータの数が前記表示可能データ数以下であると判断さ
れた場合、表示領域に第一の表示の形態で、前記複数のデータを全て表示する第１の表示
工程と、
　前記判断工程で、前記表示するデータの数が前記表示可能データ数以下でないと判断さ
れた場合、前記表示領域に大量のデータ群があることを表示する第二の表示の形態で表示
する第２の表示工程と、
　前記第２の表示工程で表示されるデータ群が指示されると、前記時間軸毎に区分けされ
た表示領域を表示した状態で、該指示されたデータ群が表示されたポップアップウインド
ウを表示するポップアップウインドウ表示工程と、
　を備えたことを特徴とする情報処理装置のデータ表示方法。
【請求項１０】
　請求項８に記載した各工程をコンピュータにより実現するためのプログラムを格納した
記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、スケジューラ時間軸上におけるデータ表示等のデータ表示機能を備えた情報
処理装置及びそのデータ表示方法、並びに前記データ表示方法を実行するためのプログラ
ムを格納した記憶媒体に関する。
【０００２】
【従来の技術】
スケジューラ時間軸上でのデータ表示のような、限定された狭い表示領域でのデータ表示
技術は、従来より一般的に知られている。この従来技術を用いたスケジュール表示装置に
より、スケジュールデータをカレンダ形式で表示することが可能である。
【０００３】
図３４は、従来技術におけるカレンダ形式表示処理の一例を示すフローチャートである。
【０００４】
同図において、ステップＳ１０１のカレンダ枠表示処理で、図３６及び図３７で後述する
各種形態で、スケジュールデータを表示するためのカレンダ枠を表示する。続くステップ
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Ｓ１０２のスケジュール取得処理で、前述のカレンダ枠表示処理で表示対象となっている
スケジュールデータが取得される。次のステップＳ１０３で対象を前記スケジュール取得
処理で取得されたスケジュールデータ群の先頭に初期化され、続くステップＳ１０４で終
了かどうかが判断される。
【０００５】
その結果、ステップＳ１０４で終了と判断されなかった場合、ステップＳ１０５のスケジ
ュール表示処理により、対象のスケジュールデータが、前記カレンダ枠表示処理で表示さ
れた画面の該当位置に表示され、続くステップＳ１０６で対象を進めた後、ステップＳ１
０４に戻り、処理を繰り返す。
【０００６】
以上、全ての対象に対する処理を終了し、ステップＳ１０４で終了と判断された場合、処
理を終了する。
【０００７】
図３５は、前記スケジュール取得処理（ステップＳ１０２）で対象となるスケジュールデ
ータベースの一例を示す図である。
【０００８】
このスケジュールデータベースに記憶される各スケジュールデータは、それぞれ開始時間
（ｓｔａｒｔ）、終了時間（ｅｎｄ）、要約（ｓｕｍｍａｒｙ）を有しており、前記スケ
ジュール取得処理により指定された時間帯のスケジュールデータが取得される。
【０００９】
図３６及び図３７は、前記カレンダ形式表示処理で表示される画面の一例を示す図である
。
【００１０】
図３６では、時間軸週間スケジュールの表示画面の一例を示し、スケジュールが存在する
日の所定の時間帯にスケジュール概要１００ａが表示されている。図３７では、時間軸日
間スケジュールの表示画面の一例を示し、所定の時間帯にスケジュール概要１００ａが表
示されている。
【００１１】
このように、従来技術によれば、もともと時間と関連付けられているスケジュールデータ
を、時間的な視認性を高めたカレンダ形式表示により、効率的に検索操作することを可能
としているが、ユーザが行った操作、発生したイベント、予定等に対応した処理の情報を
カレンダ形式表示することができなかったため、スケジュールデータ同様に時間と関連付
けられているのにも関わらず、効率的に検索操作できなかった。
【００１２】
上記問題を解決する技術として、スケジュールデータと同時に他のデータも表示するもの
が提案されている。
【００１３】
図３８は、この提案技術におけるカレンダ形式表示処理の一例を示すフローチャートであ
る。
【００１４】
同図において、ステップＳ５０１のカレンダ枠表示処理で、図３９及び図４０で後述する
各種形態で、スケジュールデータを表示するためのカレンダ枠を表示する。続くステップ
Ｓ５０２のスケジュール取得処理で、前述のカレンダ枠表示処理で表示対象となっている
スケジュールデータが取得される。次のステップＳ５０３で対象を前記スケジュール取得
処理で取得されたスケジュールデータ群の先頭に初期化され、続くステップＳ５０４で終
了かどうかが判断される。
【００１５】
その結果、ステップＳ５０４で終了と判断されなかった場合、ステップＳ５０５のスケジ
ュール表示処理により、対象のスケジュールデータが、前記カレンダ枠表示処理で表示さ
れた画面の該当位置に表示され、続くステップＳ５０６で対象を進めた後、ステップＳ５
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０４に戻り、処理を繰り返す。
【００１６】
以上、全ての対象に対する処理を終了し、ステップＳ５０４で終了と判断された場合、ス
テップＳ５０７の処理情報取得処理で、前述のカレンダ枠表示処理で表示対象となってい
る処理情報が取得される。次のステップＳ５０８で対象を前記処理情報取得処理で取得さ
れた処理情報群の先頭に初期化され、続くステップＳ５０９で終了かどうかが判断される
。
【００１７】
その結果、ステップＳ５０９で終了と判断されなかった場合、ステップＳ５１０の処理情
報表示処理により、対象の処理情報が、前記カレンダ枠表示処理で表示された画面の該当
位置に表示され、続くステップＳ５１１で対象を進めた後、ステップＳ５０９に戻り、処
理を繰り返す。
【００１８】
以上、全ての対象に対する処理を終了し、ステップＳ５０９で終了と判断された場合、処
理を終了する。
【００１９】
図３９及び図４０は、前記従来技術におけるカレンダ形式表示処理で表示される画面の一
例を示す図である。
【００２０】
図３９では、時間軸週間スケジュールの表示画面の一例を示し、スケジュールが存在する
日の所定の時間帯にスケジュール概要５００ａと処理情報５００ｂが表示されている。図
４０では、時間軸日間スケジュールの表示画面の一例を示し、所定の時間帯にスケジュー
ル概要５００ａと処理情報５００ｂが表示されている。
【００２１】
このように上記提案技術では、スケジューラ画面上に、スケジュールデータと共に他のデ
ータを表示することで、データの検索効率を高めている。
【００２２】
またその他の従来技術として、階層的に分類されたデータの全体像を把握しながら末端デ
ータを扱う技術（例えば、特許文献１参照）や、表示端末に最適な表示形態に元データを
変換することで視認性を高める技術（例えば、特許文献２参照）があった。
【００２３】
【特許文献１】
特開平９－３０５３６３号公報
【特許文献２】
特開２０００－１５５６６７号公報
【００２４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記提案技術では、スケジューラ画面のような、時間軸上の限定された表
示領域にデータが配置される表示形態では、一度に表示可能なデータ数に限界があるため
に、表示対象データが大量になった場合の視認性の低下が避けられなかった。
【００２５】
また、上記特許文献１によれば、階層的に分類されたデータの全体像を把握しながら末端
データを扱うことは可能であるが、上記課題で述べた、時間軸上に配置されたデータの全
体像を把握しながらデータを特定することは不可能であった。
【００２６】
さらに、上記特許文献２によれば、表示端末に最適な表示形態に元データを変換すること
で視認性を高めているが、上記課題で述べた、時間軸上に配置されたデータの全体像を把
握しながらデータを特定することは不可能であった。
【００２７】
　本発明は上記従来の問題点に鑑み、一度に表示可能なデータ数に限界がある限定された



(5) JP 4086714 B2 2008.5.14

10

20

30

40

50

表示領域に大量データを表示する場合であっても、大まかなデータの絞込みと、厳密なデ
ータの特定を容易にすることができる情報処理装置及びそのデータ表示方法、並びに前記
データ表示方法を実行するためのプログラムを格納した記憶媒体を提供することを目的と
する。
【００２８】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するため、本発明の情報処理装置は、時間軸毎に区分けされた表示領域
の、前記時間軸毎に該時間軸に対応する表示領域に表示するデータの数が表示可能データ
数以下であるか否かを判断する判断手段と、前記判断手段によって、前記表示するデータ
の数が前記表示可能データ数以下であると判断された場合、表示領域に第一の表示の形態
で、前記複数のデータを全て表示する第１の表示手段と、前記判断手段によって、前記表
示するデータの数が前記表示可能データ数以下でないと判断された場合、前記表示領域に
大量のデータ群があることを表示する第二の表示の形態で表示する第２の表示手段と、前
記第２の表示手段で表示されたデータ群が指示されると、前記時間軸毎に区分けされた表
示領域を表示した状態で、該指示されたデータ群が表示されたポップアップウインドウを
表示するポップアップウインドウ表示手段と、を備えたことを特徴とする。
　上記目的を達成するため、本発明の情報処理装置のデータ表示方法は、時間軸毎に区分
けされた表示領域の、前記時間軸毎に該時間軸に対応する表示領域に表示するデータの数
が表示可能データ数以下であるか否かを判断する判断工程と、前記判断工程で、前記表示
するデータの数が前記表示可能データ数以下であると判断された場合、表示領域に第一の
表示の形態で、前記複数のデータを全て表示する第１の表示工程と、前記判断工程で、前
記表示するデータの数が前記表示可能データ数以下でないと判断された場合、前記表示領
域に大量のデータ群があることを表示する第二の表示の形態で表示する第２の表示工程と
、前記第２の表示工程で表示されるデータ群が指示されると、前記時間軸毎に区分けされ
た表示領域を表示した状態で、該指示されたデータ群が表示されたポップアップウインド
ウを表示するポップアップウインドウ表示工程と、を備えたことを特徴とする。
【００２９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
【００３０】
［第１実施形態］
＜情報処理装置のハードウェア構成＞
図１は、本発明の第１実施形態に係る情報処理装置のハードウェア構成を示すブロック図
である。
【００３１】
同図において、１は情報（データ）を入力するための入力部である。２はＣＰＵであり、
各種処理のための演算、論理判断等を行い、バス６に接続された各構成要素を制御する。
３は情報（データ）を出力する出力部である。出力部３としては、ＬＣＤやＣＲＴ等のデ
ィスプレイや、プリンタ等の記録装置がある。
【００３２】
４はプログラムメモリであり、後述するフローチャートの処理手順を含むＣＰＵ２による
制御のためのプログラムを格納するメモリである。プログラムメモリ４は、ＲＯＭであっ
てもよいし、外部記憶装置等からプログラムがロードされるＲＡＭであってもよい。
【００３３】
５はデータメモリであり、各種処理で生じたデータを格納する。データメモリ５は、例え
ばＲＡＭとするが、不揮発な外部記憶媒体から、処理に先立ってロードしておく、あるい
は必要があるごとに参照するものとする。
【００３４】
６はＣＰＵ２の制御の対象とする各構成要素を指示するアドレス信号、各構成要素を制御
するためのコントロール信号、及び各構成要素間で相互にやりとりされるデータの転送を
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行うためのバスである。
【００３５】
＜全体処理の流れ＞
図２は、第１実施形態における全体処理の一例を示したフローチャートである。
【００３６】
同図において、ステップＳ９０１のイベント入力処理で、ユーザによる操作、あるいは発
生したイベントが入力検知される。その結果、続くステップＳ９０２で終了が指示された
と判断された場合、処理を終了する。
【００３７】
ステップＳ９０２でスケジューラ形式表示が指示されたと判断された場合、ステップＳ９
０３のスケジューラ表示処理で各種データが表示された後、ステップＳ９０１に戻り、処
理を繰り返す。
【００３８】
ステップＳ９０２でデータが指定されたと判断された場合、ステップＳ９０４の指定デー
タ対応処理で、指定されたデータに応じた処理を実行した後、ステップＳ９０１に戻り、
処理を繰り返す。
【００３９】
ステップＳ９０２で上記以外のその他の処理が指示されたと判断された場合、ステップＳ
９０５の個別処理で対応する処理が実行された後、ステップＳ９０１に戻り、処理を繰り
返す。
【００４０】
＜スケジューラ表示処理＞
図３は、第１実施形態として、スケジューラ表示処理（Ｓ９０３）の一例を示したフロー
チャートである。
【００４１】
同図において、ステップＳ１００１のカレンダ枠表示処理で、図１０及び図１１で後述す
る各種形態で、スケジュールデータを表示するためのカレンダ枠を表示する。続くステッ
プＳ１００２のスケジュール取得処理で、前述のカレンダ枠表示処理で表示対象となって
いるスケジュールデータが取得される。次のステップＳ１００３で対象を前記スケジュー
ル取得処理で取得されたスケジュールデータ群の先頭に初期化され、続くステップＳ１０
０４で終了かどうかが判断される。
【００４２】
その結果、ステップＳ１００４で終了と判断されなかった場合、ステップＳ１００５のス
ケジュール表示処理により、対象のスケジュールデータが、前記カレンダ枠表示処理で表
示された画面の該当位置に表示され、続くステップＳ１００６で対象を進めた後、ステッ
プＳ１００４に戻り、処理を繰り返す。
【００４３】
以上、全ての対象に対する処理を終了し、ステップＳ１００４で終了と判断された場合、
ステップＳ１００７のスケジューラ形式データ表示処理により、前記カレンダ枠表示処理
で表示された画面の該当位置に、各種データが表示され、処理を終了する。
【００４４】
図４は、第１実施形態におけるスケジューラ形式データ表示処理（Ｓ１００７）の一例を
示したフローチャートである。
【００４５】
同図において、ステップＳ１１０１のデータ取得処理で、表示対象となっている全データ
が取得され、続くステップＳ１１０２で処理対象が取得された全データ先頭で初期化され
、続くステップＳ１１０３で終了かどうかが判断される。
【００４６】
その結果、ステップＳ１１０３で終了と判断されなかった場合、ステップＳ１１０４の同
一表示位置データ取得処理により、同一表示位置に表示すべきデータが取得され、続くス
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テップＳ１１０５で前記取得されたデータ数が表示可能データ数以下かどうかが判断され
る。
【００４７】
その結果、ステップＳ１１０５で表示可能と判断された場合にはステップＳ１１０６のデ
ータ表示処理で標準的な形態で表示され、表示不可能と判断された場合にはステップＳ１
１０８の大量データ表示処理で大量データに適した形態で表示される。
【００４８】
その後、ステップＳ１１０７で、上記表示されたデータ数分だけ処理対象を進め、再びス
テップＳ１１０３に戻って処理を繰り返す。ステップＳ１１０３で、処理対象が終了と判
断された場合、処理を終了する。
【００４９】
図５は、第１実施形態におけるデータ表示処理（Ｓ１００６）の一例を示したフローチャ
ートである。
【００５０】
同図において、ステップＳ１２０１で、データが表示される水平位置が、表示可能領域左
端で初期化される。さらに、続くステップＳ１２０２で処理対象が表示対象データ群先頭
で初期化され、続くステップＳ１２０３で終了かどうかが判断される。
【００５１】
その結果、ステップＳ１２０３で終了と判断されなかった場合、ステップＳ１２０４の水
平位置データ表示処理により、指定された水平位置にデータが表示され、続くステップＳ
１２０５で、表示されたデータ分だけ水平位置が加算され、続くステップＳ１２０６で処
理対象が進められ、再びステップＳ１２０３に戻って、処理を繰り返す。ステップＳ１２
０３で、処理対象が終了と判断された場合、処理を終了する。
【００５２】
図６は、第１実施形態における大量データ表示処理（Ｓ１１０８）の一例を示したフロー
チャートである。
【００５３】
同図において、ステップＳ１３０１の１データ表示サイズ決定処理により、表示可能領域
に表示対象データ全てを表示した場合の１データのサイズが決定される。その結果、ステ
ップＳ１３０２で１データの表示サイズが規定サイズ以下と判断されなかった場合、ステ
ップＳ１３０３の大量データ縮小表示処理により、表示対象データ全てを縮小表示して、
処理を終了する。
【００５４】
前記ステップＳ１３０２で１データの表示サイズが規定サイズ以下と判断された場合、ス
テップＳ１３０４で代表データがないかどうかが判断される。その結果、代表データがあ
ると判断された場合、ステップＳ１３０５の大量データ代表表示処理により、表示対象デ
ータ全てを表示する代わりに代表データを表示して、処理を終了する。
【００５５】
前記ステップＳ１３０４で代表データがないと判断された場合、ステップＳ１３０６の大
量データ重ね合せ表示処理により、表示対象データを重ね合せて表示して、処理を終了す
る。
【００５６】
＜大量データ重ね合せ表示処理＞
図７は、第１実施形態における大量データ重ね合せ表示処理（Ｓ１３０６）の一例を示し
たフローチャートである。
【００５７】
同図において、ステップＳ１４０１で、データが表示される水平位置が、表示可能領域左
端で初期化される。さらに、続くステップＳ１４０２で処理対象が表示対象データ群先頭
で初期化され、続くステップＳ１４０３で終了かどうかが判断される。その結果、ステッ
プＳ１４０３で終了と判断されなかった場合、ステップＳ１４０４で表示対象の水平位置
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が１データを表示可能な位置を越えていないかどうかが判断される。
【００５８】
その結果、ステップＳ１４０４で表示可能と判断された場合、続くステップＳ１４０５の
水平位置データ表示処理により、指定された水平位置にデータが表示され、続くステップ
Ｓ１４０６及びステップＳ１４０７で、水平位置及び垂直位置が非重複幅分加算され、続
くステップＳ１４０８で処理対象が進められ、再びステップＳ１４０３に戻り、処理を繰
り返す。
【００５９】
前記ステップＳ１４０３で終了と判断された場合、あるいは前記ステップＳ１４０４で表
示不可能と判断された場合、処理を終了する。
【００６０】
＜データ取得処理＞
図８は、第１実施形態におけるデータ取得処理（Ｓ１１０１）で対象となるデータベース
の一例を示す図である。
【００６１】
このデータベースに記憶される各データは、それぞれ時間（ｔｉｍｅ）と対象（ｏｂｊｅ
ｃｔ）を持っており、前記データ取得処理により指定された時間帯のデータが取得される
。
【００６２】
＜データ種類対応表＞
図９は、第１実施形態における参照されるデータ種類対応表の一例を示す図である。
【００６３】
このデータ種類対応表で定義されるデータは、それぞれ種類（ｋｉｎｄ）と対象（ｏｂｊ
ｅｃｔ）を持っており、指定された種類に対応した対象で示される表示形態に決定される
。
【００６４】
図１０及び図１１は、第１実施形態における前記スケジューラ形式データ表示処理（Ｓ１
００７）で表示される画面の一例を示す図である。
【００６５】
図１０では、時間軸週間スケジュールの表示画面を示し、スケジュールが存在する日の所
定の時間帯にスケジュール概要５０ａとデータ５０ｂが表示されている。図１１では、時
間軸日間スケジュールの表示画面を示し、所定の時間帯にスケジュール概要５０ａとデー
タ５０ｂが表示されている。
【００６６】
このように、第１実施形態によれば、一度に表示可能なデータ数に限界がある限定された
表示領域に大量データを表示する場合であっても、大まかなデータの絞込みを容易にする
効果がある。さらに、容易に大量データの存在を識別可能とする効果もある。
【００６７】
［第２実施形態］
＜指定データ対応処理＞
図１２は、本発明の第２実施形態として、指定データ対応処理の一例を示したフローチャ
ートであり、図２で示した全体処理のステップＳ９０４で実行されるものである。
【００６８】
同図において、ステップＳ１９０１で指定されたデータが１つか複数かが判断される。そ
の結果、ステップＳ１９０１で１つと判断された場合、続くステップＳ１９０２のデータ
実行処理により、指定されたデータに対応するアプリケーションが起動され、処理を終了
する。ステップＳ１９０１で複数と判断された場合、ステップＳ１９０３のデータ一覧表
示処理により、指定されたデータ群の一覧が表示され、処理を終了する。
【００６９】
図１３は、図１２に示したデータ一覧表示処理（ステップＳ１９０３）の一例を示したフ
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ローチャートである。
【００７０】
同図において、ステップＳ２００１で表示対象となっているデータ数が規定数以下かどう
かが判断される。その結果、ステップＳ２００１で規定数以下と判断されなかった場合、
続くステップＳ２００２の大量データ専用表示処理により、大量データの表示操作に適し
た画面で、表示対象データ群が表示され、処理を終了する。
【００７１】
ステップＳ２００１で規定数以下と判断された場合、ステップＳ２００３で大量データ表
示用フレームが表示中かどうかが判断される。その結果、ステップＳ２００３でフレーム
表示中と判断されなかった場合、続くステップＳ２００４の大量データポップアップ表示
処理により、現在表示中の画面上に表示されるポップアップウィンドウに表示対象データ
群が表示され、処理を終了する。
【００７２】
ステップＳ２００３でフレーム表示中と判断された場合、ステップＳ２００５の大量デー
タフレーム表示処理により、画面上にフレーム表示されている表示領域に表示対象データ
群が表示され、処理を終了する。
【００７３】
＜大量データポップアップ表示処理＞
図１４は、図１３に示した大量データポップアップ表示処理（ステップＳ２００４）の一
例を示したフローチャートである。
【００７４】
同図において、ステップＳ２１０１のポップアップ表示領域初期化処理により、現在の表
示画面上に表示するポップアップウィンドウが初期化される。次のステップＳ２１０２の
大量データ一覧表示処理では、前記ポップアップウィンドウ上に表示対象データ群を表示
し、続くステップＳ２１０３のイベント入力処理で、ユーザによって行われる操作等のイ
ベントが入力され、続くステップＳ２１０４のポップアップイベント判定処理により、解
釈される。
【００７５】
その結果、続くステップＳ２１０５で「データ実行」が指示されたと判断された場合、ス
テップＳ２１１０のデータ実行処理によりデータに対応する処理が実行され、ステップＳ
２１１１のポップアップ非表示処理により、ポップアップウィンドウが非表示され、処理
を終了する。
【００７６】
ステップＳ２１０５で「データ実行」が指示されたと判断されなかった場合、続くステッ
プＳ２１０６で「終了」が指示されたかどうかが判断される。その結果、ステップＳ２１
０６で終了が指示されたと判断された場合、ステップＳ２１１１のポップアップ非表示処
理により、ポップアップウィンドウが非表示され、処理を終了する。
【００７７】
ステップＳ２１０６で「終了」が指示されたかどうか判断されなかった場合、続くステッ
プＳ２１０７で「全画面表示」が指示されたかどうかが判断される。その結果、ステップ
Ｓ２１０７で「全画面表示」が指示されたと判断された場合、ステップＳ２１１２の大量
データ専用表示処理により、大量データ表示に適した形態で表示対象データ群が表示され
、ステップＳ２１１１のポップアップ非表示処理により、ポップアップウィンドウが非表
示され、処理を終了する。
【００７８】
ステップＳ２１０７で「全画面表示」が指示されたかどうか判断されなかった場合、続く
ステップＳ２１０８で現在表示中のデータとは異なる「別データ指定」が指示されたかど
うかが判断される。その結果、ステップ２１０８で「別データ指定」が指示されたと判断
されなかった場合、再びステップＳ２１０２に戻り、処理を繰り返す。
【００７９】
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ステップＳ２１０８で「別データ指定」が指示されたと判断された場合、ステップＳ２１
０９の表示対象データ変更処理により、ポップアップウィンドウ上に表示する対象データ
が変更され、再びステップＳ２１０２に戻り、処理を繰り返す。
【００８０】
＜ポップアップイベント判定処理＞
図１５は、図１４のステップＳ２１０４で示したポップアップイベント判定処理の一例を
示したフローチャートである。
【００８１】
同図において、ステップＳ２２０１で発生したイベントが「ポップアップ表示維持切替え
指示」かどうかが判断される。その結果、ステップＳ２２０１で「ポップアップ表示維持
切替え指示」と判断された場合、ステップＳ２２０６のポップアップ表示維持切替え処理
により表示維持状態を切替えた上で、「判定結果＝無効」で処理を終了する。
【００８２】
ステップＳ２２０１で「ポップアップ表示維持切替え指示」と判断されなかった場合、続
くステップＳ２２０２で「ポップアップ内データ指定」かどうかが判断される。その結果
、ステップＳ２２０２で「ポップアップ内データ指定」と判断された場合、指定されたデ
ータに対応するアプリケーションを起動するため、「判定結果＝データ実行」で処理を終
了する。
【００８３】
ステップＳ２２０２で「ポップアップ内データ指定」と判断されなかった場合、続くステ
ップＳ２２０３で「ポップアップ外データ指定」かどうかが判断される。その結果、ステ
ップＳ２２０３で「ポップアップ外データ指定」と判断された場合、指定されたデータ群
を新たにポップアップ表示すべく、「判定結果＝別データ指定」で処理を終了する。
【００８４】
ステップＳ２２０３で「ポップアップ外データ指定」と判断されなかった場合、続くステ
ップＳ２２０４で「全画面表示」かどうかが判断される。その結果、ステップＳ２２０４
で「全画面表示」と判断された場合、表示対象データ群を全画面で表示すべく、「判定結
果＝全画面表示」で処理を終了する。
【００８５】
ステップＳ２２０４で「全画面表示」と判断されなかった場合、続くステップＳ２２０５
で前記「表示維持」かどうかが判断される。その結果、「表示維持」と判断された場合に
は「判定結果＝無効」で、「表示維持」と判断されなかった場合には「判定結果＝終了」
で処理を終了する。
【００８６】
＜時間軸日間スケジュールの表示画面＞
図１６は、第２実施形態における時間軸日間スケジュールの表示画面の一例を示す図であ
り、所定の時間帯にスケジュール概要とデータが表示されており、さらに、同一画面上に
ポップアップウィンドウ２３０２が表示されている。
【００８７】
ここで、本表示画面は、大量データが重ね合わされて表示されている個所を、入力部１を
用いてペン２３０１により指示した場合の例である。前述の大量データポップアップ表示
処理により、ポップアップウィンドウ２３０２が表示され、ペン２３０１で指示されたデ
ータ群が表示される。
【００８８】
また、ポップアップウィンドウ２３０２上部には、ポップアップウィンドウ表示状態を維
持するかどうかを指定するための表示維持指示ボタン２３０４と、表示対象データ群を全
画面で表示するかどうかを指示するための全画面表示指示ボタン２３０３とが配置されて
いる。
【００８９】
このように第２実施形態によれば、一度に表示可能なデータ数に限界がある限定された表
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示領域に大量データを表示する場合であっても、大まかなデータの絞込みと、厳密なデー
タの特定を容易にする効果がある。さらに、通常の表示領域を狭くすること無く実現する
効果もある。
【００９０】
［第３実施形態］
図１７は、本発明の第３実施形態として、大量データフレーム表示処理の一例を示したフ
ローチャートであり、図１３で示したステップＳ２００５で実行される処理である。
【００９１】
同図において、ステップＳ２４０１のフレーム表示領域初期化処理により、現在の表示画
面上に表示されているフレームが初期化される。次のステップＳ２４０２の大量データ一
覧表示処理では、前記フレーム上に表示対象データ群を表示し、続くステップＳ２４０３
のイベント入力処理で、ユーザによって行われる操作等のイベントが入力され、続くステ
ップＳ２４０４のフレームイベント判定処理により、解釈される。
【００９２】
その結果、続くステップＳ２４０５で「データ実行」が指示されたと判断された場合、ス
テップＳ２４１０のデータ実行処理により、データに対応する処理が実行され、ステップ
Ｓ２４１１のフレーム非表示処理により、フレームが非表示され、処理を終了する。
【００９３】
ステップＳ２４０５で「データ実行」が指示されたと判断されなかった場合、続くステッ
プＳ２４０６で「終了」が指示されたかどうかが判断される。その結果、ステップＳ２４
０６で終了が指示されたと判断された場合、ステップＳ２４１１のフレーム非表示処理に
より、フレームが非表示され、処理を終了する。
【００９４】
ステップＳ２４０６で「終了」が指示されたかどうかが判断されなかった場合、続くステ
ップＳ２４０７で「全画面表示」が指示されたかどうかが判断される。
【００９５】
その結果、ステップＳ２４０７で「全画面表示」が指示されたと判断された場合、ステッ
プＳ２４１２の大量データ専用表示処理により、大量データ表示に適した形態で表示対象
データ群が表示され、ステップＳ２４１１のフレーム非表示処理により、フレームが非表
示され、処理を終了する。
【００９６】
ステップＳ２４０７で「全画面表示」が指示されたかどうかが判断されなかった場合、続
くステップＳ２４０８で現在表示中のデータとは異なる「別データ指定」が指示されたか
どうかが判断される。その結果、ステップ２４０８で「別データ指定」が指示されたと判
断されなかった場合、再びステップＳ２４０２に戻り、処理を繰り返す。
【００９７】
ステップＳ２４０８で「別データ指定」が指示されたと判断された場合、ステップＳ２４
０９の表示対象データ変更処理により、フレーム上に表示する対象データが変更され、再
びステップＳ２４０２に戻り、処理を繰り返す。
【００９８】
図１８は、図１７に示したフレームイベント判定処理（ステップＳ２４０４）の一例を示
したフローチャートである。
【００９９】
同図において、ステップＳ２５０１で発生したイベントが「フレーム表示切替え指示」か
どうかが判断される。その結果、ステップＳ２５０１で「フレーム表示切替え指示」と判
断された場合、ステップＳ２５０６のフレーム表示切替え処理により、フレームの表示状
態を切替えた上で、「判定結果＝無効」で処理を終了する。
【０１００】
ステップＳ２５０１で「フレーム表示切替え指示」と判断されなかった場合、続くステッ
プＳ２５０２で「フレーム内データ指定」かどうかが判断される。その結果、ステップＳ
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２５０２で「フレーム内データ指定」と判断された場合、指定されたデータに対応するア
プリケーションを起動するため、「判定結果＝データ実行」で処理を終了する。
【０１０１】
ステップＳ２５０２で「フレーム内データ指定」と判断されなかった場合、続くステップ
Ｓ２５０３で「フレーム外データ指定」かどうかが判断される。その結果、ステップＳ２
５０３で「フレーム外データ指定」と判断された場合、指定されたデータ群を新たにフレ
ーム表示すべく、「判定結果＝別データ指定」で処理を終了する。
【０１０２】
ステップＳ２５０３で「フレーム外データ指定」と判断されなかった場合、続くステップ
Ｓ２５０４で「全画面表示」かどうかが判断される。その結果、ステップＳ２５０４で「
全画面表示」と判断された場合、表示対象データ群を全画面で表示すべく、「判定結果＝
全画面表示」で処理を終了する。
【０１０３】
ステップＳ２５０４で「全画面表示」と判断されなかった場合、続くステップＳ２５０５
で前記「フレーム表示」かどうかが判断される。その結果、「フレーム表示」と判断され
た場合には「判定結果＝無効」で、「フレーム表示」と判断されなかった場合には「判定
結果＝終了」で処理を終了する。
【０１０４】
＜時間軸日間スケジュールの表示画面＞
図１９は、第３実施形態における時間軸日間スケジュールの表示画面の一例を示す図であ
り、所定の時間帯にスケジュール概要とデータが表示されており、さらに、同一画面上に
別フレーム２６０４が表示されている。
【０１０５】
ここで、本表示画面は、大量データが重ね合わされて表示されている個所を、ペン２６０
１により指示した場合の例である。前述の大量データフレーム表示処理により、ポップア
ップウィンドウ２６０２が表示され、ペン２６０１で指示されたデータ群が表示される。
【０１０６】
また、フレーム２６０２上部には、表示対象データ群を全画面で表示するかどうかを指示
するための全画面表示指示２６０３ボタンを持っており、さらに、フレーム自体を表示す
るかどうか切替えるためのフレーム表示２６０４ボタンを持っている。
【０１０７】
このように第３実施形態によれば、一度に表示可能なデータ数に限界がある限定された表
示領域に大量データを表示する場合であっても、大まかなデータの絞込みと、厳密なデー
タの特定を容易にする効果がある。また、さらに、通常の表示領域を隠すこと無く実現す
る効果もある。
【０１０８】
［第４実施形態］
＜大量データ専用表示処理＞
図２０は、本発明の第４実施形態として、大量データ専用表示処理（Ｓ２００２、Ｓ２１
１２）の一例を示したフローチャートであり、図１７のステップＳ２４１２で実行される
。
【０１０９】
同図において、ステップＳ２７０１の全画面表示領域初期化処理により初期化され、続く
ステップＳ２７０２の大量データ一覧表示処理により、表示対象データ群が表示され（図
２２参照：大量データ専用一覧表示画面）、続くステップＳ２７０３のイベント入力処理
で、ユーザによって行われる操作等のイベントが入力され、続くステップＳ２７０４の全
画面イベント判定処理により、解釈される。
【０１１０】
その結果、続くステップＳ２７０５で「データ実行」が指示されたと判断された場合、ス
テップＳ２７０７のデータ実行処理によりデータに対応する処理が実行され、ステップＳ
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２７０７の全画面非表示処理により非表示され、処理を終了する。
【０１１１】
ステップＳ２７０５で「データ実行」が指示されたと判断されなかった場合、続くステッ
プＳ２７０６で「終了」が指示されたかどうかが判断される。その結果、ステップＳ２７
０６で終了が指示されたと判断された場合、ステップＳ２７０８の全画面非表示処理によ
りフレームが非表示され、処理を終了する。
【０１１２】
ステップＳ２７０６で「終了」が指示されたかどうか判断されなかった場合、再びステッ
プＳ２７０２に戻り、処理を繰り返す。
【０１１３】
図２１は、図２０のステップＳ２７０４で示した全画面イベント判定処理の一例を示した
フローチャートである。
【０１１４】
同図において、ステップＳ２８０１で発生したイベントが「データ指定」かどうかが判断
される。その結果、ステップＳ２８０１で「データ指定」と判断された場合、指定された
データに対応するアプリケーションを起動するため、「判定結果＝データ実行」で処理を
終了する。
【０１１５】
ステップＳ２８０１で「データ指定」と判断されなかった場合、続くステップＳ２８０２
で「終了」かどうかが判断される。その結果、「終了」と判断された場合には「判定結果
＝無効」で、「終了」と判断されなかった場合には「判定結果＝終了」で処理を終了する
。
【０１１６】
このように、第４実施形態によれば、一度に表示可能なデータ数に限界がある限定された
表示領域に大量データを表示する場合であっても、大まかなデータの絞込みと、厳密なデ
ータの特定を容易にする効果がある。さらに、厳密なデータの特定時には画面全体を使っ
た表示することで、特定がさらに容易になる効果がある。
【０１１７】
［第５実施形態］
＜データ一覧表示処理＞
図２３は、本発明の第５実施形態として、データ一覧表示処理の一例を示したフローチャ
ートであり、上記第２実施形態で説明したデータ一覧表示処理（図１３）の他の例である
。
【０１１８】
同図において、ステップＳ３００１で表示対象となっているデータ数が規定数以下かどう
かが判断される。その結果、ステップＳ３００１で規定数以下と判断されなかった場合、
続くステップＳ３００２の大量データ専用表示処理により、大量データの表示操作に適し
た画面で、表示対象データ群が表示され、処理を終了する。
【０１１９】
ステップＳ３００１で規定数以下と判断された場合、ステップＳ３００３の表示スケール
変更処理により、表示対象データを表示可能なスケールに変更し、続くステップＳ３００
４のスケール上データ表示処理により、前記変更されたスケール上にデータが表示され（
図２５参照）、処理を終了する。
【０１２０】
＜表示スケール変更処理＞
図２４は、図２３の表示スケール変更処理（ステップＳ３００３）の一例を示したフロー
チャートである。
【０１２１】
同図において、ステップＳ３１０１の対象データ数決定処理により、画面上に表示すべき
データ数が決定され、続くステップＳ３１０２で現在のスケールで表示可能なデータ数と
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、表示対象データ数から、表示スケールの拡大率が求められる。その結果、続くステップ
Ｓ３１０３の再描画処理により、カレンダ枠及びスケジュールデータその他が、決定され
た拡大率のスケールで再描画され、処理を終了する。
【０１２２】
＜時間軸日間スケジュールの表示画面＞
図２５は、第５実施形態における時間軸日間スケジュールの表示画面の一例を示す図であ
り、所定の時間帯にスケジュール概要５０ａとデータ５０ｃが表示されている。
【０１２３】
ここで、本表示画面では、指定されたデータ群の表示領域に相当する時間帯のスケール５
０ｄのみ、表示対象データを全て表示するのに必要な分だけ拡大され、その他のスケール
は標準のままで表示されている。
【０１２４】
このように、第５実施形態によれば、一度に表示可能なデータ数に限界がある限定された
表示領域に大量データを表示する場合であっても、大まかなデータの絞込みと、厳密なデ
ータの特定を容易にする効果がある。さらに、通常の表示領域が狭められたり、通常の表
示画面が隠されたりすることなく、厳密なデータの特定を容易にする効果がある。
【０１２５】
［第６実施形態］
＜大量データ代表表示処理＞
図２６は、本発明の第６実施形態として、大量データ代表表示処理の一例を示したフロー
チャートであり、図６のステップＳ１３０５で実施されるものである。
【０１２６】
同図において、ステップＳ３３０１の代表データ決定処理により、表示対象データ群の代
表データが決定され、続くステップＳ３３０２の代表データ表示処理により、代表データ
であると判別可能な形態で表示され、処理を終了する。
【０１２７】
図２７は、第６実施形態における時間軸日間スケジュールの表示画面の一例を示す図であ
り、所定の時間帯にスケジュール概要５０ａとデータ５０ｅが表示されている。ここで、
本表示画面では、代表データ３６０１が、他とは区別可能なように、影がついた状態で表
示されている。
【０１２８】
＜代表データ決定処理＞
図２８は、図２６のステップＳ３３０１で実施される代表データ決定処理の一例を示すフ
ローチャートである。
【０１２９】
同図において、ステップＳ３４０１で代表データが指定されているかどうかが判断される
。その結果、ステップＳ３４０１で代表データが指定されていると判断された場合、続く
ステップＳ３４０２の代表データ取得処理により、代表データが取得・決定され、処理を
終了する。
【０１３０】
ステップＳ３４０１で代表データが指定されていると判断されなかった場合、ステップＳ
３４０３の先頭優先データ取得処理により、指定された優先度順に取得された先頭のデー
タが取得・決定され、処理を終了する。
【０１３１】
＜代表データ指定処理＞
図２９は、第６実施形態における代表データ指定処理の一例を示したフローチャートであ
り、図２で示した全体処理におけるその他イベントで動作する個別処理（ステップＳ９０
５）の一形態として表現されている。
【０１３２】
同図において、ステップＳ３５０１のイベント入力処理により、代表データ指定操作をイ
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ベントとして受け取り、続くステップＳ３５０２で「代表データ指定」かどうかが判断さ
れる。その結果、ステップＳ３５０１で「代表データ指定」と判断された場合、続くステ
ップＳ３５０３の代表データ変更処理により、代表データの指定を指示されたデータに変
更し、再びステップＳ３５０１に戻り、処理を繰り返す。
【０１３３】
ステップＳ３５０２で[代表データ指定]と判断されなかった場合、ステップＳ３５０４で
「順序変更」操作かどうかを判断する。その結果、ステップＳ３５０４で「順序変更」と
判断された場合、続くステップＳ３５０５の順序変更処理により、指定された条件で順序
を変更し、再びステップＳ３５０１に戻り、処理を繰り返す。
【０１３４】
ステップＳ３５０４で「順序変更」と判断されなかった場合、ステップＳ３５０６で「終
了」かどうかが判断され、「終了」と判断されなかった場合、再びステップＳ３５０１に
戻り、処理を繰り返す。ステップＳ３５０６で「終了」と判断された場合、処理を終了す
る。
【０１３５】
＜代表データ指定操作画面＞
図３０は、第６実施形態における代表データ指定操作画面の一例を示した図であり、この
操作画面において、代表データをペン３７０１により指定することより、ステップＳ３５
０で代表データの指定が行われたとの判断がなされる。
【０１３６】
図３１は、第６実施形態における代表データ順序変更画面の一例を示す図であり、この順
序変更画面において順序指定３８０１メニューから表示順序を指定することより、ステッ
プＳ３５０４で順序変更が行われたとの判断がなされる。
【０１３７】
このように、第６実施形態によれば、一度に表示可能なデータ数に限界がある限定された
表示領域に大量データを表示する場合であっても、大まかなデータの絞込みを容易にする
効果がある。さらに、意味のある大量データのまとまりを識別可能とする効果がある。
【０１３８】
［第７実施形態］
図３２は、本発明の第７実施形態における大量データ縮小表示処理の一例を示したフロー
チャートであり、図６で示した大量データ表示処理（ステップＳ１３０３）で実施される
ものである。
【０１３９】
同図において、ステップＳ３９０１の対象データ数決定処理により、表示対象データ数が
決定され、続くステップＳ３９０２で、現在のサイズで表示可能なデータ数と、表示対象
データ数から、表示サイズの縮小率が求められる。その結果、続くステップＳ３９０３の
指定サイズ表示処理により、前記縮小率のサイズでデータが表示され（図３３参照）、処
理を終了する。
【０１４０】
図３３は、第７実施形態における、時間軸日間スケジュールの表示画面の一例であり、所
定の時間帯にスケジュール概要５０ａとデータ５０ｆが表示されている。ここで、本表示
画面では、縮小された大量データ５０ｇが、他より小さなサイズで表示されている。
【０１４１】
このように第７実施形態によれば、一度に表示可能なデータ数に限界がある限定された表
示領域に大量データを表示する場合であっても、大まかなデータの絞込みを容易にする効
果がある。また、さらに、解像度が高い画面を用い、視力の優れたユーザであれば、厳密
なデータの特定も可能とする効果がある。
【０１４２】
なお、上述した図２～図７、図１２～図１５、図１７、図１８、図２０～図２４、図２６
、図２８、図２９、及び図３２のフローチャートに従ったプログラムをプログラムメモリ
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４に格納し動作することにより、上述の各実施形態の制御方法を実現させることが可能と
なる。
【０１４３】
本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ、インタフェース機器、リーダ、プリ
ンタなど）から構成されるシステムに適用しても、１つの機器からなる装置（例えば、複
写機、ファクシミリ装置など）に適用してもよい。
【０１４４】
また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコ
ードを記録した記憶媒体を、システムあるいは装置に供給し、そのシステムあるいは装置
のコンピュータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読出
し実行することによっても、達成されることは言うまでもない。
【０１４５】
この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実
現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することに
なる。
【０１４６】
プログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッピディスク、ハー
ドディスク、光ディスク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮
発性のメモリカード、ＲＯＭなどを用いることができる。
【０１４７】
また、コンピュータが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施形
態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ
上で稼働しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部又は全部を
行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれることは言う
までもない。
【０１４８】
さらに、記憶媒体から読出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能拡
張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後、
そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わる
ＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機
能が実現される場合も含まれることは言うまでもない。
【０１４９】
本発明を上記記憶媒体に適用する場合、その記憶媒体には、先に説明した図に示すフロー
チャートに対応するプログラムコードが格納されることになる。
【０１８１】
【発明の効果】
以上詳細に説明したように本発明によれば、所定の数を超える複数のデータを表示領域に
表示する場合であっても、視認性を確実に保つことができるので、大まかなデータの絞込
みと厳密なデータの特定が容易になり、データの全体像を把握しながらデータを特定する
ことが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施形態の情報処理装置のハードウェア構成を示すブロック図である。
【図２】第１実施形態において、全体処理を示すフローチャートである。
【図３】第１実施形態において、スケジューラ形式表示処理を示すフローチャートである
。
【図４】第１実施形態において、スケジューラ形式データ表示処理を示すフローチャート
である。
【図５】第１実施形態において、データ表示処理を示すフローチャートである。
【図６】第１実施形態において、大量データ表示処理を示すフローチャートである。
【図７】第１実施形態において、大量データ重ね合せ表示処理を示すフローチャートであ
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る。
【図８】第１実施形態において、データベースを示す図である。
【図９】第１実施形態において、データ種類対応表を示す図である。
【図１０】第１実施形態において、時間軸週間スケジュール画面を示す図である。
【図１１】第１実施形態において、時間軸日間スケジュール画面を示す図である。
【図１２】第２実施形態において、指定データ対応処理を示すフローチャートである。
【図１３】第２実施形態において、データ一覧表示処理を示すフローチャートである。
【図１４】第２実施形態において、大量データポップアップ表示処理を示すフローチャー
トである。
【図１５】第２実施形態において、ポップアップイベント判定処理を示すフローチャート
である。
【図１６】第２実施形態において、時間軸日間スケジュール画面を示す図である。
【図１７】第３実施形態において、大量データフレーム処理を示すフローチャートである
。
【図１８】第３実施形態において、フレームイベント判定処理を示すフローチャートであ
る。
【図１９】第３実施形態において、時間軸日間スケジュール画面を示す図である。
【図２０】第４実施形態において、大量データ専用一覧処理を示すフローチャートである
。
【図２１】第４実施形態において、全画面イベント判定処理を示すフローチャートである
。
【図２２】第４実施形態において、大量データ専用一覧画面を示す図である。
【図２３】第５実施形態において、データ一覧処理を示すフローチャートである。
【図２４】第５実施形態において、表示スケール変更処理を示すフローチャートである。
【図２５】第５実施形態において、時間軸日間スケジュール画面を示す図である。
【図２６】第６実施形態において、大量データ代表表示処理を示すフローチャートである
。
【図２７】第６実施形態において、時間軸日間スケジュール画面を示す図である。
【図２８】第６実施形態において、代表データ決定処理を示すフローチャートである。
【図２９】第６実施形態において、代表データ指定処理を示すフローチャートである。
【図３０】第６実施形態において、代表データ指定変更操作画面を示す図である。
【図３１】第６実施形態において、代表データ順序操作画面を示す図である。
【図３２】第７実施形態において、大量データ縮小表示処理を示すフローチャートである
。
【図３３】第７実施形態において、時間軸日間スケジュール画面を示す図である。
【図３４】従来技術において、スケジューラ形式表示処理を示すフローチャートである。
【図３５】従来技術において、スケジュールデータベースを示す図である。
【図３６】従来技術において、時間軸週間スケジュール画面を示す図である。
【図３７】従来技術において、時間軸日間スケジュール画面を示す図である。
【図３８】従来のスケジューラ形式表示処理を示すフローチャートである。
【図３９】従来の時間軸週間スケジュール画面を示す図である。
【図４０】従来の時間軸日間スケジュール画面を示す図である。
【符号の説明】
５０ａ　スケジュール概要
５０ｂ，５０ｃ，５０ｅ，５０ｇ　大量データ
５９ｄ　時間帯のスケール
２３０２　ポップアップウィンドウ
２６０４　フレーム表示
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